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福原中学校で行われた「餅つき大会」。関連記事は裏表紙。

新春を迎えて：2
20歳になったら「国民年金」：4
いくつ知ってる？ 川越の歳時記：6
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＊川越市ホームページ（http://www.city.kawagoe.saitama.jp/）でも、広報川越をご覧になれます。
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市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
で
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
ご

ろ
か
ら
市
政
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
2
月
に
、
川
越
市
長
と
し
て
の
2

期
目
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
培
っ
た
経
験
と
実
績
を
基
に
、
初
心

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
市
政
発
展
の
た
め

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
9
月
、
2
0
2
0
年
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
都
市

が
、
東
京
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
ゴ
ル
フ
競
技
は
、
市
内
の
霞

ヶ
関
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
契
機

に
、国
内
は
も
と
よ
り
、世
界
各
国
の
方
々

に
も
、
川
越
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。初
め
て
川
越
を
知
っ
た
方
が「
い

つ
か
、
一
度
訪
ね
て
み
た
い
」
と
思
い
、

ま
た
、
市
民
の
皆
様
が
「
住
む
こ
と
に
誇

り
を
持
ち
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る

ま
ち
」
と
な
る
よ
う
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

2
期
目
に
お
い
て
は
、
特
に
重
要
と
考

え
る
施
策
を
明
確
に
打
ち
出
し
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
推
進
す
る
た
め
、
次
の

「
4
つ
の
川
越
づ
く
り
」
と
第
三
次
川
越

市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
掲
げ
る
小

江
戸
か
わ
ご
え
重
点
戦
略
を
連
携
さ
せ

て
、
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

待
機
児
童
対
策
と
し
て
、
3
つ
の
民
間

保
育
所
の
新
築
・
改
築
に
対
す
る
補
助
の

実
施
に
よ
り
、
4
月
か
ら
保
育
所
の
定
員

が
1
3
5
名
増
加
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

「
こ
ど
も
医
療
費
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

小
学
6
年
生
ま
で
と
し
て
お
り
ま
し
た
通

院
助
成
の
対
象
を
、
今
月
か
ら
中
学
3
年

生
ま
で
に
拡
大
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
春
に
、
川
越
駅
西
口
駅
前
広
場
の

改
修
が
完
了
し
、
川
越
の
新
た
な
顔
と
し

て
大
き
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
西
部
地

域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設（
仮
称
）整
備

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
年
春
の
施
設

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
建
設
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
早
期
整
備
が
必
要
な
新
斎
場
に

つ
き
ま
し
て
は
、
周
辺
整
備
と
並
行
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

都
市
計
画
道
路
や
新
河
岸
駅
周
辺
な
ど
の

都
市
基
盤
整
備
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
市
街
地
で
の
移
動
手
段
の

多
様
化
を
図
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
川

越
市
自
転
車
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
は
じ
め
、

自
転
車
利
用
の
促
進
に
も
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
防
災
対
策
と
し
て
、
災
害

時
に
防
災
中
枢
拠
点
と
な
る
市
役
所
本
庁

舎
の
耐
震
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
教
育
環
境
の
改
善
と
充
実
を
図
る
た

め
、
老
朽
化
が
進
行
す
る
小
中
学
校
の
大

規
模
改
造
工
事
や
ト
イ
レ
改
修
工
事
を
計

画
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
生
活
道

路
で
の
交
通
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
区
域
内
の
最
高
速
度
を
時
速
30
㎞
と

す
る
「
ゾ
ー
ン
30
」
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

た
め
、
通
学
路
の
安
全
対
策
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
必
要
な
事
業

を
着
実
に
推
し
進
め
る
た
め
、
引
き
続
き

行
財
政
改
革
を
強
力
に
実
行
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
今
後
、
公
共
施
設
の
老
朽
化

が
進
み
、
改
修
や
更
新
に
か
か
る
費
用
の

増
大
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書
の
内
容
を
踏
ま
え
、（
仮

称
）整
備
更
新
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

子
育
て
が
楽
し
い
川
越
づ
く
り

活
力
と
魅
力
あ
る
川
越
づ
く
り

快
適
で
安
心
で
き
る
川
越
づ
く
り

持
続
可
能
な
都
市
、
川
越
づ
く
り
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川
越
市
地
区
街
づ
く
り
推
進
条
例

施
行
規
則（
案
）へ
の
意
見
募
集

　
　

都
市
計
画
課
L
2
2
4
︲
5
9
4
5

O
2
2
5
︲
2
8
9
5

　

市
は
、
川
越
市
地
区
街
づ
く
り
推
進
条

例
の
施
行
に
合
わ
せ
て
同
施
行
規
則
の
制

定
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、
同（
案
）

に
対
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

閲�

覧
・
募
集
期
間
…
1
月
24
日
㈮
～
2
月

24
日
㈪（
消
印
有
効
）

閲�

覧
場
所
…
都
市
計
画
課（
本
庁
舎
5

階
）・
出
張
所
・
公
民
館

対�

象
…
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
、
ま
た

は
利
害
関
係
の
あ
る
方

意�

見
の
提
出
方
法
…
任
意
の
用
紙
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、
在
勤
・
在
学

の
方
は
、
勤
務
先
・
学
校
名
、
利
害
関

係
の
あ
る
方
は
そ
の
内
容
と
意
見
を
明

記
し
〒
3
5
0
‐
8
6
0
1
川
越
市

役
所
都
市
計
画
課（
持
参
・
フ
ァ
ク
ス

可
）

＊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
・
意
見

の
提
出
が
で
き
ま
す
。

意
見
の
取
り
扱
い

　

提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
今
後
の
規
則
制

定
の
参
考
に
し
ま
す
。
類
似
の
意
見
は
取

り
ま
と
め
て
公
表
し
、
個
別
の
回
答
は
行

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
個
人
情
報
は
公
表
し

ま
せ
ん
。

川
越
百
景
の
写
真
募
集
中

都
市
景
観
課
L
2
2
4
︲
5
9
6
1

　
「
川
越
百
景
」
の
魅
力
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
皆
さ
ん
が
選
ぶ
百

景
の
お
勧
め
の
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
優
秀
作
品
は
、
平
成
26
年
度

末
発
行
予
定
の「
川
越
百
景
写
真
集（
解
説

付
き
）」
に
掲
載
し
ま
す
。

募
集
期
間
…
7
月
31
日
㈭
ま
で

応 

募
方
法
…
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
フ

ォ
ー
ム
か
ら
写
真
デ
ー
タ
（
フ
ァ
イ
ル

形
式
は
J
P
E
G
・
2
M
B
ま
で
）を

添
付

＊
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
写
真
で
の
応
募

は
で
き
ま
せ
ん
。

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

市
民
税
課
L
2
2
4
︲
5
6
4
0

　

給
与
支
払
時
に
所
得
税
を
源
泉
徴
収
し

て
い
る
事
業
主
は
、
給
与
支
払
報
告
書
を

提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

報
告
書
に
は
、
昨
年
1
年
間
に
支
払
っ

た
給
与
や
賞
与
な
ど
、
す
べ
て
の
給
与
支

払
金
額
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
先

は
、
従
業
員
が
平
成
26
年
1
月
1
日
現
在

に
住
ん
で
い
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
区
町
村

長
あ
て
で
す
。
な
お
、
昨
年
中
に
退
職
し

た
方
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
提
出
が
必
要

で
す
。

＊
給
与
所
得
の
ほ
か
に
所
得
が
な
い
方

は
、
こ
の
報
告
書
が
事
業
所
か
ら
提
出
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
市
・
県
民
税
の
申
告

を
済
ま
せ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

提�

出
期
限
…
1
月
31
日
㈮

提
出
場
所
…
市
民
税
課（
本
庁
舎
2
階
）

み
ん
な
で
守
ろ
う
文
化
財

文
化
財
保
護
課
L
2
2
4
︲
6
0
9
7

　

市
内
に
あ
る
数
多
く
の
文
化
財
を
守

り
、
次
の
世
代
へ
と
継
承
し
て
い
く
こ
と

は
、
私
た
ち
の
責
務
で
す
。
1
月
26
日
の

「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
に
合
わ

せ
て
、
消
防
車

両
に
よ
る
一
斉

放
水
な
ど
の
文

化
財
防
火
訓
練

を
実
施
し
ま

す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま

す
。

日
時
…
1
月
23
日
㈭
、
午
後
1
時
30
分
～

会�

場
…
喜
多
院
・
仙
波
東
照
宮
・
日
枝
神

社（
小
仙
波
町
一
丁
目
）

川
越
市
収
入
証
紙
を
廃
止

会
計
室
L
2
2
4
︲
6
0
5
1

　

現
在
、
一
部
の
使
用
料
お
よ
び
手
数
料

の
納
付
の
際
に
必
要
な
川
越
市
収
入
証
紙

を
3
月
31
日
㈪
で
廃
止
し
ま
す
。
廃
止
後

は
、
現
金
納
付
ま
た
は
納
付
書
に
よ
る
納

付
と
な
り
ま
す
。
納
付
方
法
に
つ
い
て
は

各
申
請
窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
未
使
用
の
収
入
証
紙
に
つ
い
て

　

消
印
や
汚
損
等
が
あ
る
も
の
を
除
き
、

額
面
金
額
相
当
金
額
を
還
付（
払
い
戻
し
）

し
ま
す
。
申
請
手
続
き
後
、
指
定
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。
申
請
方
法
等
に
つ
い
て

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

還�

付
申
請
期
間
…
平
成
26
年
4
月
1
日
～

同
31
年
3
月
31
日

Ｐ
Ｍ
２
・
５
濃
度
予
測	

お
知
ら
せ
時
間
の
追
加

環
境
対
策
課
L
2
2
4
︲
5
8
9
4

　

微
小
粒
子
状
物
質（
Ｐ
Ｍ
2
・
5
）に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
予
測
を
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
午
前
8
時
に
加
え
、
午
後
か
ら
の

活
動
に
備
え
る
た
め
、
午
後
0
時
30
分
の
お
知
ら
せ
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
外
出

の
際
の
目
安
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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図書館休館のお知らせ 中央図書館
L222－0559

　図書館コンピューターシステムを更新するため、上記期間は、中
央図書館（視聴覚ライブラリーを含む）・西図書館・川越駅東口図書
館・高階図書館・霞ケ関南分室が休館となります。
　休館期間中は、電話・ファクス・インターネットでの予約・検索
等を利用できません（インターネットによる予約・検索は、3月1
日㈯まで利用できません）。返却ポストは利用できますが、ＣＤ・
カセット・レコード・ビデオ・ＤＶＤはこれまで通り返却できませ
ん。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

■更新後は何が変わるの？
●�インターネットで予約する際（要事前登録）、従来は最大1日かか
っていた「マイページ」での予約登録の確認が即時可能になります。

●�図書館ホームページでの資料検索が速くなります。
●�図書館ホームページがスマートフォンの画面サイズに対応します。
＊「マイページ」とは、利用者が利用者番号とパスワードを入力する
ことで予約状況等を確認できる画面のことです。

20
歳
に
な
っ
た
ら「
国
民
年
金
」

市
民
課
L
2
2
4
︲
5
7
6
4

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
の
制

度
で
す
。
ま
た
、
病
気
や
け
が
で
重
い
障

害
が
残
っ
た
と
き
な
ど
、
人
生
の
「
万
が

一
」
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
的
年
金
制
度
で

す
。
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と
、
老
後

の
年
金
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
障
害

が
残
っ
た
際
に
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
口
座
振
替
に
す
る
と
、
納
付

書
で
の
納
付
よ
り
も
割
り
引
き
に
な
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
納
付
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
年
金
事
務

所
L
2
4
2
‐
2
6
5
7
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　

保
険
料
納
付
が
困
難
な
方
は
、
免
除
制

度（
納
付
猶
予
）や
学
生
納
付
特
例
制
度
が

あ
り
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
就
職
し
て
い
て
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
国
民
年

金
の
加
入
手
続
き
は
不
要
で
す
。

吸
込
下
水
槽
清
掃
補
助
金

資
源
循
環
推
進
課
L
2
3
9
︲
6
2
6
7

　

市
で
は
、
下
水
道
未
整
備
地
域
に
住
ん

で
い
る
方
が
、
生
活
雑
排
水
の
吸
込
下
水

槽
の
清
掃
を
し
た
と
き
に
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す（
年
度
内
3
回
ま
で
）。

対�

象
…
直
径
60
㎝
以
上
、
深
さ
3
m
以

上
の
槽

申
請
期
間
…
清
掃
完
了
後
、
2
か
月
以
内

補
助
金
額
…
1
回
4
6
0
0
円
ま
で

申�

請
方
法
…
資
源
循
環
推
進
課（
つ
ば
さ

館
1
階
）、
出
張
所
・
連
絡
所
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
請
書
と
必
要
書

類
を
各
窓
口
に
提
出
。
郵
送
の
場
合
、

〒
3
5
0
‐
0
8
1
5
鯨

井
7
8
2

‐
3
・
資
源
循
環
推
進
課

＊
申
請
に
は
金
融
機
関
の
口
座
番
号
が
分

か
る
も
の
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

＊
掘
り
替
え
・
改
造
に
も
補
助
金
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

＊
吸
込
下
水
槽
は
浄
化
槽
と
は
異
な
り
ま

す
。
合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
金
に
つ
い

て

は

環

境

対

策

課
L
2
2
4
‐

5
8
9
4
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
納
期
限
は
、
1
月
31
日
㈮

市
県
民
税（
第
4
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
7
期
）

　
収
税
課
L
2
2
4
︲
5
6
8
6

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
7
期
）

　
医
療
助
成
課
L
2
2
4
︲
5
8
4
2

介
護
保
険
料（
第
7
期
）

　
介
護
保
険
課
L
2
2
4
︲
5
8
1
7

市
税
な
ど
の
納
期
の
お
知
ら
せ

行
政
委
員
の
選
任

農
業
委
員
会
委
員 

（
12
月
25
日
付
け
）

山や
ま

木き

綾あ
や

子こ

（
62
歳
・
砂
新
田
五
丁
目
）

吉よ
し

田だ

光み
つ

雄お

（
66
歳
・
南
通
町
）

＊
農
業
委
員
会
…
農
地
の
利
用
関
係
の
調
整
な
ど
主
に
農
地
に
関
す
る
事
務
を
執
行
。

職
員
課
L
2
2
4
︲
5
5
5
3
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子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す

ひ
と 

ま
ち

　

遊
び
は
子
ど
も
の
心
や
体
の
成
長
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
切
で
す
。

小
さ
い
頃
か
ら
の
遊
び
を
通
し
て
、
子
ど
も
は
運
動
を
し
た
り
、
物
を

作
っ
た
り
し
て
感
覚
を
働
か
せ
、
想
像
力
を
高
め
ま
す
。

　

今
回
は
、
遊
び
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

自
然
の
中
で
遊
ば
せ
る

�　

自
然
の
中
で
遊
ぶ
と
、
屋
内
で
は
体
験
で
き
な
い
驚
き
や
感
動
に
出

会
い
、
豊
か
な
感
性
を
育
て
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
野
外
で
遊
ぶ
こ
と
を
勧
め

た
り
、
一
緒
に
外
で
遊
び
な
が
ら
自
然

に
触
れ
あ
う
こ
と
で
、
動
植
物
の
命
の

大
切
さ
な
ど
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

の
び
の
び
遊
ば
せ
る�

　

親
は
、「
小
学
校
に
入
っ
た
ら
勉
強

が
第
一
、
遊
び
は
終
わ
り
」
と
い
う
思

い
込
み
を
し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
親
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
の
遊

び
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
、
子
ど
も
自
身
が
の
び
の
び
遊
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

年
齢
の
異
な
る
集
団
の
中
で
遊
ば
せ
る

　

年
下
の
子
は
、
ル
ー
ル
を
守

る
こ
と
や
我
慢
す
る
こ
と
の
大

切
さ
な
ど
を
身
に
付
け
、
年
上

の
子
は
、
思
い
や
り
の
心
や
集

団
を
ま
と
め
る
責
任
感
を
養
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど

は
、
集
団
の
中
で
子
ど
も
が
人
と
の
関
わ
り
合
い
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会

で
す
。
子
ど
も
を
積
極
的
に
参
加
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
、
親
や
友
達
と
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
は
、
子
ど
も
の
心

や
体
を
健
や
か
に
育
て
ま
す
。
親
は
、
子
ど
も
が
遊
ぶ
時
間
を
積
極
的

に
つ
く
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
教
育
支
援
課

L
2
2
4
︲
6
0
8
6

家
庭
教
育
の
ス
ス
メ

い
き
い
き
子
育
て 

親
育
ち 

⑩

高
齢
者
い
き
が
い
課
L
2
2
4
︲
5
8
0
9

み
ん
な
で
支
え
よ
う
　
大
切
な
人

ト
キ
ノ
家
の
認
知
症
介
護
奮
闘
記
そ
の
10

　

正
月
飾
り
が
取
れ
た
あ
る
日
、
ヒ
ロ
シ
さ

ん
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ス
ズ
キ

さ
ん
か
ら
認
知
症
予
防
教
室
の
参
加
を
勧
め

ら
れ
ま
し
た
。「
自
分
は
認
知
症
で
は
な
い

け
れ
ど
…
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
認
知
症
に

な
っ
た
ら
、
自
分
も
ヤ
ス
ヨ
さ
ん
も
大
変
だ

と
思
い
、
ヒ
ロ
シ
さ
ん
は
行
っ
て
み
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま

っ
て
い
ま
し
た
。
講
師
は
「
認
知
症
の
予
防

に
は
運
動
が
大
切
で
す
。
日
々
の
生
活
に
運

動
の
習
慣
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
、
認
知
症

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
説
明
し
、
簡
単

な
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
な
ど
を
教

え
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、「
運

動
だ
け
で
な

く
、
声
を
出
し

て
本
を
読
ん
だ

り
、
音
楽
を
聴

い
た
り
、
絵
を
描
い
た
り
す
る
の
も
認
知
症

予
防
に
効
果
的
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
た
こ
と
を
仲
間
と
一
緒
に
楽
し

く
行
う
と
、
さ
ら
に
予
防
効
果
が
高
ま
る
そ

う
で
す
。「
そ
う
い
え
ば
最
近
運
動
す
る
こ

と
も
な
く
な
っ
た
な
」。
久
し
ぶ
り
に
自
分

の
体
に
向
き
合
っ
た
ヒ
ロ
シ
さ
ん
で
し
た
。

「
認
知
症
予
防
教
室
」
は
各
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
内
容
な
ど

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ごみ処理とぴっくす　　
容器を確認！　消火器の処分方法 資源循環推進課L239－6267

　冬は空気が乾燥している上、ストーブなど火気のある
暖房器具を使用する季節です。万一の火災に備え、自宅
で消火器を購入している家庭も多いのではないでしょう
か。不用になった消火器の処分方法は、容器の種類によ
り異なります。
　スプレー缶型の消火器は、他のスプレー缶と同様に、
缶に残っている薬剤を不用な紙や布などに吹き付けて中
身を使い切り、缶に穴を開けることで「びん・かん」の
日に出すことができます。スプレーを吹き付けた不用紙
や布などは「可燃ごみ」として出してください。

　公共施設で見るような赤い圧力
容器型の消火器は、市による収集・
処理を行っていません。このよう
な消火器の処分については、（一社）
日本消火器工業会が消火器を引き取ることができる販売
店（特定窓口）と協力して行っています。近くの特定窓口
については㈱消火器リサイクル推進センターのホームペ
ージまたは、資源循環推進課へお尋ねください。
＊処分には、消火器リサイクルシール代、運送・保管費
用が必要です。
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長
い
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
、
育
ま
れ
、
今
に
伝
え
ら
れ

て
き
た
地
域
の
行
事
。
市
に
は
国
・
県
・
市
の
指
定
を
受

け
た
無
形
民
俗
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
春
や
夏
に

は
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
ま
つ
り
が
あ
り
ま
す
。

い
く
つ
知
っ
て
る
？ 

川
越
の
歳
時
記

花
火
大
会

7
月
ま
た
は
8
月

7
月
ま
た
は
8
月

数
人
で
臼
を
囲
み
、
踊
り
な

が
ら
餅
を
つ
く
。
臼
を
引
き

ず
り
な
が
ら
餅
を
つ
く
場
面

は
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
。

南
大
塚
の
餅
つ
き
踊
り

 

南
大
塚
・
西
福
寺

 

1
月 

成
人
式
の
前
日

県県

老
袋
の
弓
取
式

 

下
老
袋
・
氷
川
神
社

 

2
月
11
日

矢
を
射
っ
て
、的
の
白
・

黒
に
当
た
っ
た
矢
を
数

え
て
そ
の
年
の
天
候
を

占
う
。

県県

川
越
祭
り
ば
や
し

 

4
月
15
日
前
後
の
日
曜
日

 

ほ
か

　
　
　
　
中
台
囃
子
連
中

　
　
　
　
今
福
囃
子
連
中

大
太
鼓
1
・
小
太
鼓
2
・
笛

1
・
鉦か

ね

1
で
、必
ず
舞
方
が
付
く
。

県県

石
原
の
さ
さ
ら
獅
子
舞

�

石
原
町
・
観
音
寺
ほ
か

 
4
月
第
3
土
曜
日
ほ
か

笛
や
さ
さ
ら
に
合
わ
せ
、
獅

子
が
太
鼓
を
打
ち
な
が
ら
舞

う
。
小
唄
や
乱
舞
な
ど
12
の

場
面
が
あ
る
。

県県

 

下
小
坂
・
白
鬚
神
社

 

7
月
15
日
前
後
の
日
曜
日

下
小
坂
の
獅
子
舞

獅
子
、
仲
立
ち
、
サ
サ
ラ

ッ
コ
、
棒
使
い
全
て
を
男

の
子
が
演
じ
て
い
る
の
が

特
徴
。

市市

筒
が
ゆ
の
神
事

 

石
田
・
藤ふ

じ
の
み
や宮
神
社

 

1
月
15
日

小
豆
が
ゆ
に
ヨ
シ
ヅ
ツ
を
入

れ
て
か
き
回
し
、
ヨ
シ
ヅ
ツ

に
入
っ
た
米
粒
の
数
で
そ
の

年
の
作
柄
と
天
気
を
占
う
。

市市

南
田
島
の
足
踊
り

 

南
田
島
・
氷
川
神
社

 

4
月
14
日
ほ
か

人
形
を
操
る
人
が
仰
向

け
に
な
り
、
足
に
面
を

付
け
て
着
物
を
ま
と
い
、

囃
子
に
合
わ
せ
て
踊
る
。

市市

  7月下旬
川越百万灯夏まつり

  7月下旬

福
田
の
獅
子
舞

 

福
田
・
赤
城
神
社

 

7
月
24
日
前
後
の

 

土
・
日
曜
日

小
学
生
が
演
奏
で
き
る
よ
う
、
横

笛
用
か
ら
縦
笛
用
に
譜
面
を
書
き

直
し
、
伝
統
を
継
承
し
て
い
る
。

市市

ほ
ろ
祭

芳
地
戸
の
ふ
せ
ぎ
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3月下旬～
5月上旬

小江戸川越
春まつり
3月下旬～
5月上旬

慶
安
元
年（
1
6
4
8
）、

当
時
の
川
越
藩
主
松ま

つ

平
だ
い
ら

信の
ぶ

綱つ
な

が
祭
礼
道
具
を
寄
進

し
た
の
が
始
ま
り
。

川
越
氷
川
祭
の
山
車
行
事

 

10
月

 

第
3
土
・
日
曜
日

国国

ほ
ろ
祭

 

古
谷
本
郷

 

古
尾
谷
八
幡
神
社

 

9
月 

敬
老
の
日
の
前
日

小
学
生
の
男
の
子
が
ほ
ろ

を
背
負
い
、
ゆ
ら
し
な
が

ら
練
り
歩
く
。

県県

老
袋
の
万
作

 

下
老
袋
・
氷
川
神
社

 

4
月
第
2
日
曜
日

境
内
に
設
け
た
舞
台
で
、
万

作
踊
り
や
芝
居
を
奉
納
し
、

豊
年
万
作
を
願
う
、
五
穀
豊

穣
祝
福
の
芸
能
。

県県

川
越
の
木き

遣や

り

何
代
も
の
口
伝
を
繰
り

返
し
伝
承
さ
れ
て
い

る
。
川
越
ま
つ
り
の
山

車
の
運
行
時
や
、
祝
い

事
な
ど
で
歌
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
。

市市

上
寺
山
の
獅
子
舞

 

上
寺
山
・
八
咫
神
社

 

10
月
第
3
土
曜
日

獅
子
に
「
ほ
め
言
葉
」
が

か
け
ら
れ
る
と
、「
返
し

言
葉
」
で
獅
子
が
応
え
る

や
り
と
り
が
特
徴
。

市市

芳
地
戸
の
ふ
せ
ぎ

 
笠
幡
・
尾
崎
神
社

 

3
月 
春
分
の
日

悪
魔
払
い
の
行
事
。
ふ

れ
太
鼓
を
先
頭
に
、
行

列
が
地
区
内
の
家
を
回

る
。

市市

石
田
の
獅
子
舞

 

石
田
・
藤
宮
神
社

 

4
月
第
1
日
曜
日
ほ
か

む
し
ろ
に
麦
や
米
を
干
す

と
き
の
よ
う
に
腰
を
低
く

し
て
舞
う
た
め
「
干
し
も

ん
獅
子
」と
も
呼
ば
れ
る
。

市市

ま
ん
ぐ
り

 

上
寺
山
・
八や

咫た

神
社

 

7
月
第
2
日
曜
日

竹
に
麦
わ
ら
を
俵
状
に
巻

い
た
「
ボ
ン
テ
ン
」
を
担

ぎ
地
区
内
を
回
る
。
夏
の

疫
病
な
ど
を
払
う
行
事
。

市市

鯨
井
の
万
作

 

鯨
井
・
八
坂
神
社

 

7
月
15
日
前
後
の
日
曜
日

巨
大
な
獅
子
頭
を
先
頭
に

地
区
内
を
回
り
、
家
の
庭

先
な
ど
で
万
作
踊
り
を
披

露
す
る
。

市市

国国県県市市

＝
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

＝
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

＝
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

＝
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

＝
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

＝
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

中
福
の
神
楽

 

中
福
・
稲
荷
神
社
ほ
か

 

4
月
19
日
ほ
か

演
じ
ら
れ
る
の
は
、
古

事
記
や
日
本
書
紀
の
神

話
に
基
づ
い
た
物
語
が

中
心
。

市市
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今
か
ら
6
5
0
年
ほ
ど
前
、南
北
朝
時
代
の
河
越
で
は
、

狭
山
茶
の
起
源
と
さ
れ
る�

「
武
蔵
河
越
茶
」
が
栽
培
さ
れ
、

飲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
茶
の
た
し
な
み
方
は
、
乾

燥
さ
せ
た
茶
葉
を
粉
末
の
抹
茶
に
し
、
抹
茶
を
入
れ
た
茶ち

ゃ

碗わ
ん

に
湯
を
注
ぐ
方
法
で
し
た
。
抹
茶
は
味
や
香
り
が
劣
化

し
や
す
い
の
で
、鮮
度
の
良
い
も
の
を
供
給
す
る
た
め
に
、

消
費
地
近
く
で
茶
の
栽
培
・
製
茶

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

上
戸
に
あ
る
国
指
定
史
跡
河
越

館
跡
で
は
天て

ん

目も
く

茶
碗
の
ほ
か
、
茶

葉
を
保
管
す
る
茶ち

ゃ

壺つ
ぼ

、
抹
茶
を
入

れ
る
茶ち

ゃ

入い
れ

、
湯
を
沸
か
す
火
お
こ

し
道
具
の
風ふ

炉ろ

な
ど
、
多
く
の
茶

道
具
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
中
世

の
茶
道
具
が
多
数
見
つ
か
っ
た
こ

と
は
、
川
越
で
茶
が
栽
培
さ
れ
て

い
た
証
拠
と
も
い
え
る
の
で
す
。

　

河
越
館
跡
の
出
土
品
の
な
か
に

は
、
高
級
品
の
中
国
産
茶
道
具
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
流
行
し
た
茶
の
習
慣
が
定
着
し
て
い
た
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
河
越
の
武
士
や
僧
侶
た
ち
の
茶
道
具
へ
の
こ
だ

わ
り
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。河
越
館
跡
は
、

中
世
の
河
越
に
お
け
る
文
化
の
中
心
地
で
あ
っ
た
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

編
集
後
記

	

ど
ん
ぐ
り

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　
222222222222

川
越
時
間
旅
行
　
22

文
化
財
保
護
課
L
2
2
4
︲
6
0
9
7

河か
わ

越ご
え

館や
か
た

跡あ
と

と
茶
道
具

この印刷物は、グリーン購入法に適合する紙を使用し、印刷用の紙へ、リサイクルできます。
私的利用の範囲を除き、記事や写真の無断転載を禁止します。

　川越駅はか
つて「川越西
町駅」と呼ば
れ、戦前は川

越駅西口から国道16号方向にかけて、見渡す限
り畑でした。大正時代初期、この地名を冠した「西

町大根」が松岡種
しゅ

苗
びょう

店（幸町）
先代・松

まつ

岡
おか

圀
くに

造
ぞう

さんによって
作り出されました。きめが細
かく塩負けしない漬物向けの
品種として好評だった西町大
根。昭和初期には、さらに改
良された「西町理想大根」が、
全日本蔬

そ

菜
さい

原種審査会（現在

の全日本野菜品種審
査会）で2年連続金

きん

牌
ぱい

を獲得し、全国に普及
しました。
　長

なが

岡
おか

清
きよし

さん（笠幡）
は、西町理想大根を
改良した「新西町大根」
の栽培を今年から始め
ました。「青首大根よ
りも細長く50㎝ほど
まで成長します。鮮や
かな緑色の葉が特徴です」と長岡さん。収穫時期
は、11～12月。「今回栽培したものから取れた
種で、次の冬も収穫したい」と話してくれました。

22

農政課L224－5939

西町大根

ヨ
イ
シ
ョ
！
ヨ
イ
シ
ョ
！
と

元
気
な
掛
け
声
が
響
く
体

育
館
。
昨
年
11
月
29
日
、
福
原
中

学
校
で「
餅
つ
き
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
30
年
以
上
も
続
い
て

い
る
こ
の
行
事
は
、
同
中
学
校
の

育
成
会
を
中
心
に
P
T
A
や
地

域
の
人
た
ち
の
協
力
の
も
と
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
育
成
会
長
の
市い

ち

川か
わ

明あ
き
ら

さ
ん
を
は
じ
め
行
事
を
支
援
し

て
い
る
人
た
ち
の
な
か
に
は
、
子

ど
も
時
代
に
参
加
し
た
思
い
出
が

あ
る
人
も
。「
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
、
こ
う
し
た
行
事
を
開
催
出

来
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
く
、
誇
ら

し
い
と
思
い
ま
す
」と
市
川
さ
ん
。

福
原
小
学
校
の
6
年
生
も
招
待
さ

れ
、
餅
つ
き
を
通
し
て
中
学
の
先

輩
た
ち
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

＊
茶
道
具
な
ど
の
出
土
品
は
、
国
指
定
史
跡
河
越
館
跡
史
跡

公
園
資
料
展
示
室（
上
戸
小
学
校
内
）で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

開
館
時
間
…
毎
日
曜
日
、
午
前
10
時
～
午
後
3
時

上から下まで真っ白です上から下まで真っ白です

「たくあんなどの漬物はもちろ
ん、煮物にも合う万能な大根
です」と長岡さん

風炉 天目茶碗

つきたての餅を「はい、どうぞ」つきたての餅を「はい、どうぞ」


